
「チーム水・日本」（様式） 

登録日時 ２００９ １／２７ ２０：２７ 登録番号  ０１１ 

チーム名 水辺都市再生チーム 

行動主体 

・日本橋再生推進協議会「水辺再生研究会」 代表者：会長 山本 泰人 

（構成メンバー） 

・日本橋一の部連合町会 

・日本橋六の部連合町会 

・室町本町商店会 

・名橋「日本橋」保存会 

・日本橋地域ルネッサンス 100 年計画委員会 

（連絡先） 

 日本橋地域ルネッサンス 100 年計画委員会 企画委員 篠生 政士 

 電話 03-3246-3195 E-mail :m-shinou@mitsuifudosan.co.jp 

行動内容 

 日本橋地域における４河川（日本橋川、神田川、亀島川、隅田川）を活かした水辺空間

の再生・まちづくりの推進と河川の水質向上 

課題分析 

【水辺空間の再生と一体的なまちづくり】 

<整備メニュー> 

・観光施設の整備（魚河岸広場、観光インフォメーションセンター、イベントスペース、

船着場など） 

・歴史・文化資産の活用（石積護岸の保全・再生、木橋の復元、重要文化財日本橋の視点

場の整備など） 

・水辺空間の整備（プロムナード、オープンスペース、緑化、オープンカフェ・レストラ

ンなど） 

<解決手法> 

・水辺街区整備を目的とした広域の都市計画（地区計画） 

・水辺街区を低容積化するために複数敷地間での容積移転制度 

・税制優遇などのインセンティブ 

 

【河川の水質向上】 

<解決手法> 

・合流式下水道から分流式下水道への転換（未処理下水の流入遮断） 

・再開発と連動した地下一時貯留施設の設置（未処理下水の流入量削減） 

・落合・中野水再生センターの能力改善（N・Pの除去） 

・外堀の水質改善（アオコの流入防止） 

・地下水など浄化用水の導水（流動促進） 

・閘門・水門の設置（流動促進） 

・底泥の浚渫（硫化水素等の発生抑制） 

 

上記課題を解決するため、省庁間での横断的な施策、規制緩和や予算確保が必要 

留意事項  

 


